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【手続補正書】
【提出日】平成22年3月15日(2010.3.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二値のパターン画像を格納するパターンメモリ、および、複数のチャネルの画像データ
をそれぞれ二値化する複数の二値化手段を有する画像処理装置であって、前記二値化手段
はそれぞれ、
　誤差拡散値を格納する誤差メモリと、
　前記誤差拡散値と注目画素の画素値を加算した加算値を出力する加算手段と、
　前記加算値と前記注目画素の二値化値の間の誤差を演算する演算手段と、
　前記誤差を二値化前の画素に拡散するように、前記誤差メモリが格納する誤差拡散値を
更新する拡散手段と、
　前記加算値、前記パターン画像の階調値、前記注目画素の位置に対応する前記パターン
画像の画素値、および、量子化閾値に基づき、前記注目画素の二値化値を決定する量子化
手段とを有し、
　前記複数の二値化手段は、オンドットを示す二値化値の決定条件が互いに逆であること
を特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記量子化手段は、前記注目画素の画素値と前記階調値の比較、および、前記パターン
画像の画素値がオンドットを示すか否かの判定に基づき、前記注目画素の二値化値を決定
する第一の決定手段と、
　前記比較および前記判定に加えて、前記加算値と前記量子化閾値の比較に基づき、前記
注目画素の二値化値を決定する第二の決定手段とを有することを特徴とする請求項1に記
載された画像処理装置。
【請求項３】
　複数のチャネルの画像データをそれぞれ二値化する複数の二値化手段を有する画像処理
装置であって、前記二値化手段はそれぞれ、
　他の二値化手段が使用する二値のパターン画像と排他的なオンドット配置の二値のパタ
ーン画像を格納するパターンメモリと、
　誤差拡散値を格納する誤差メモリと、
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　前記誤差拡散値と注目画素の画素値を加算した加算値を出力する加算手段と、
　前記加算値と前記注目画素の二値化値の間の誤差を演算する演算手段と、
　前記誤差を二値化前の画素に拡散するように、前記誤差メモリが格納する誤差拡散値を
更新する拡散手段と、
　前記加算値、前記パターン画像の階調値、前記注目画素の位置に対応する前記パターン
画像の画素値、および、量子化閾値に基づき、前記注目画素の二値化値を決定する量子化
手段とを有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項４】
　前記階調値は、前記パターン画像のオンドットの出現率に比例することを特徴とする請
求項1から請求項3の何れか一項に記載された画像処理装置。
【請求項５】
　二値のパターン画像を格納するパターンメモリ、および、誤差拡散値を格納する誤差メ
モリを備え、複数のチャネルの画像データをそれぞれ二値化する複数の二値化手段を有す
る画像処理装置の画像処理方法であって、前記二値化手段はそれぞれ、
　前記誤差拡散値と注目画素の画素値を加算した加算値を計算し、
　前記加算値と前記注目画素の二値化値の間の誤差を演算し、
　前記誤差を二値化前の画素に拡散するように、前記誤差メモリが格納する誤差拡散値を
更新し、
　前記加算値、前記パターン画像の階調値、前記注目画素の位置に対応する前記パターン
画像の画素値、および、量子化閾値に基づき、前記注目画素の二値化値を決定する処理を
行い、
　前記複数の二値化手段は、オンドットを示す二値化値の決定条件が互いに逆であること
を特徴とする画像処理方法。
【請求項６】
　他の二値化手段が使用する二値のパターン画像と排他的なオンドット配置の二値のパタ
ーン画像を格納するパターンメモリ、および、誤差拡散値を格納する誤差メモリを備え、
複数のチャネルの画像データをそれぞれ二値化する複数の二値化手段を有する画像処理装
置の画像処理方法であって、前記二値化手段はそれぞれ、
　前記誤差拡散値と注目画素の画素値を加算した加算値を計算し、
　前記加算値と前記注目画素の二値化値の間の誤差を演算し、
　前記誤差を二値化前の画素に拡散するように、前記誤差メモリが格納する誤差拡散値を
更新し、
　前記加算値、前記パターン画像の階調値、前記注目画素の位置に対応する前記パターン
画像の画素値、および、量子化閾値に基づき、前記注目画素の二値化値を決定することを
特徴とする画像処理方法。
【請求項７】
　コンピュータ装置を請求項1から請求項4の何れか一項に記載された画像処理装置の各手
段として機能させることを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
本発明にかかる画像処理装置は、二値のパターン画像を格納するパターンメモリ、および
、複数のチャネルの画像データをそれぞれ二値化する複数の二値化手段を有する画像処理
装置であって、前記二値化手段はそれぞれ、誤差拡散値を格納する誤差メモリと、前記誤
差拡散値と注目画素の画素値を加算した加算値を出力する加算手段と、前記加算値と前記
注目画素の二値化値の間の誤差を演算する演算手段と、前記誤差を二値化前の画素に拡散
するように、前記誤差メモリが格納する誤差拡散値を更新する拡散手段と、前記加算値、
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前記パターン画像の階調値、前記注目画素の位置に対応する前記パターン画像の画素値、
および、量子化閾値に基づき、前記注目画素の二値化値を決定する量子化手段とを有し、
前記複数の二値化手段は、オンドットを示す二値化値の決定条件が互いに逆であることを
特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
また、複数のチャネルの画像データをそれぞれ二値化する複数の二値化手段を有する画像
処理装置であって、前記二値化手段はそれぞれ、他の二値化手段が使用する二値のパター
ン画像と排他的なオンドット配置の二値のパターン画像を格納するパターンメモリと、誤
差拡散値を格納する誤差メモリと、前記誤差拡散値と注目画素の画素値を加算した加算値
を出力する加算手段と、前記加算値と前記注目画素の二値化値の間の誤差を演算する演算
手段と、前記誤差を二値化前の画素に拡散するように、前記誤差メモリが格納する誤差拡
散値を更新する拡散手段と、前記加算値、前記パターン画像の階調値、前記注目画素の位
置に対応する前記パターン画像の画素値、および、量子化閾値に基づき、前記注目画素の
二値化値を決定する量子化手段とを有することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
本発明にかかる画像処理方法は、二値のパターン画像を格納するパターンメモリ、および
、誤差拡散値を格納する誤差メモリを備え、複数のチャネルの画像データをそれぞれ二値
化する複数の二値化手段を有する画像処理装置の画像処理方法であって、前記二値化手段
はそれぞれ、前記誤差拡散値と注目画素の画素値を加算した加算値を計算し、前記加算値
と前記注目画素の二値化値の間の誤差を演算し、前記誤差を二値化前の画素に拡散するよ
うに、前記誤差メモリが格納する誤差拡散値を更新し、前記加算値、前記パターン画像の
階調値、前記注目画素の位置に対応する前記パターン画像の画素値、および、量子化閾値
に基づき、前記注目画素の二値化値を決定する処理を行い、前記複数の二値化手段は、オ
ンドットを示す二値化値の決定条件が互いに逆であることを特徴とする。
【手続補正８】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
また、他の二値化手段が使用する二値のパターン画像と排他的なオンドット配置の二値の
パターン画像を格納するパターンメモリ、および、誤差拡散値を格納する誤差メモリを備
え、複数のチャネルの画像データをそれぞれ二値化する複数の二値化手段を有する画像処
理装置の画像処理方法であって、前記二値化手段はそれぞれ、前記誤差拡散値と注目画素
の画素値を加算した加算値を計算し、前記加算値と前記注目画素の二値化値の間の誤差を
演算し、前記誤差を二値化前の画素に拡散するように、前記誤差メモリが格納する誤差拡
散値を更新し、前記加算値、前記パターン画像の階調値、前記注目画素の位置に対応する
前記パターン画像の画素値、および、量子化閾値に基づき、前記注目画素の二値化値を決
定することを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
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